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市政だより

間有154年4月1日地864

人口の動き

3月 1日現在 前月比

人口計 6 4.5 8 3 寸112

男 31.106 十 45
女 33.4 7 7 + 67 
世帯数 1 7.9 0 2 + 44 
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青果市場は朝が早い。

冷たい空気を切るように、カン高い声が春野菜をセ

、春 野菜、
ッテいく。

今年は、いつもの年より大根やキャベツなどの出荷

が伸び、市民の台所に送り込まれている、という。

四季を問わず、 好みの野菜が手に入るが、やはり、

ジュンのモノからくる味は格別。

もうすぐ、満開の桜を楽しめる季節でもある。

(大村市農協青果市場で写す)
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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昭和54年 4月 1日

大 村 市 立 病 院

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
充
実

新
し
い
市
立
病
院
は
、
市
民
の

健
■
を
守
り
福
社
の
増
進
に
寄
与

す
る
た
め
、
市
民
に
密
着
し
た
医

療
を
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
提
供
す

る
構
想
の
も
と
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

〔新
病
院
の
特
色
〕

０
救
急

ｏ
休
日
医
療
の

充
実

休
日
、
時
間
外
な
ど
の
救
急
受

入
れ
に
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ

う
設
備
、
機
器
を
整
備
し
、
第

一
次
病
院
と
し
て
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

＝
自
動

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

断
層
撮
影
機
の
導
入

ｈ
血
竹
障
害
と
頭
部
外
傷
及
び

躯
■
部
の
諸
嘔
器
の
咲
病
の
吼

↑

」広々としている待合ホールと

正面は薬局

薬の受取りを知らせる標示板

外 来 診 療 部 門
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速
な
診
断
、
治
療
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
機
器
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

〔
診
療
科
目
〕

内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
皮
膚

科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
産
婦

人
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
放

射
線
科
、
菌
科、

麻
酔
科
、
理

学
診
療
科
、
整
形
外
科
、
脳
神

経
外
科

判
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実

社
会
復
帰
が
早
期
に
で
き
る
よ

う
訓
練
施
設
の
繋
備
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

〔
病
床
規
模
〕

階

内

図

案

機械室

リハビリテーション

調理室日干科

内

科歯

科

病
床
規
模
は
一

般
病
床
が
二
百

四
十
床
、
結
核
病
床
が
二
十
床

で
す
。

(新
病
院
の
概
要
〕

古
賀
島
町

一
三
三
番
地
二

場
所

敷
地
面
積

八
ぽ

二
九
、
二
八
五

・

構
造
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、

地
上
六

階

塔

屋

一
階

建
築
面
積
(
延
)
一

二
、
六
八

0

・0
九
d

着
工
年
月
日

昭
和
五
十
三
年
九

月
二
十
四
日

竣
工
年
月
日

昭
和
五
十
四
年

一

月
三
十
一
日

〔
各
階
の
主
な
施
設
〕

一
階

外
来
、
レ

ン
ト
ゲ
シ
、

検

査
部
門、

薬
局、

事
務
室
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン

階

病
棟
、
医
局
、

事
務
室

陪

病
棟
、

I
C
U
病
室

四
階

病
棟

(小
児
科
、
産
婦
人

科
な
ど
)

五
階

病
棟

六
階

病
棟

自動コンビューター断層撮影機

機能回復のための水治療法室

明るくなった病室

暖を



(4) りおおむ市政だより昭和54年4月1日
illlllllllllll 111111 111 111111111 111111 111 111 1111111 111 1111 111111 IIIiIl 1111111 1111111 111111111 111111111 11111111 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIID 

• 

な選挙でれ込d

をちヰA山る

k 、

明 U 、

四
月
八
日
は
県
議
会
議
員
選
挙

四
月
二
十
二
日
は
市
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
日
で
す
。

私
た
ち
が
も
っ
て
い
る
一

票

一

票
は
、
行
政
の
方
向
を
決
め
る
大

切
な
一

票
で
す
。

一
人
一

票
の
重
大
さ
を
今

一
度

じ
っ
く
り
考
え
、
み
ん
な
も
れ
な

く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

。
投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

※ 

4月8日

4月22日

県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
(
四
月
八
日
)

お
よ
び
市
議
会
議
員

選
挙
投
票
日
(
四
月

二
十
二
日
〉
に
そ
れ

ぞ
れ
投
票
開
始
時
刻

の
午
前
七
時
に
サ
イ

レ
ジ
を
一
分
間
鳴
ら

L
ま
す
。

火
災
と
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

。
開

吉富
河電

いを
。持
・っ

て
;m:. 
3ζ 

付
J¥ 

提
出
し
て
下
さ

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
、
投

票
所
の
受
付
で
申
出
て
下
さ
い
。

県議会議員選挙投票日

市議会議員選挙投票日

県
議
会
議
員
選
挙

お
よ
び
市
議
会
議
員

選
挙
の
開
票
は
、
そ

れ
ぞ
れ
投
票
当
日
の

午
後
七
時
三
十
分
か

ら
市
民
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

。
投
票
所
に
は

火
災
予
防
啓
蒙
の
た
め

毎
日
正
午
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

消
防
署

・
消
防
団
で
は
、
火

災

区

以

外

の
地
区
で
は
毎
日
鳴
ら
し

予
防
啓
蒙
と
試
験
吹
鳴
を
兼
ね
て
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
四
月
か
ら

毎
日
正
午
に
サ
イ
レ
シ
を
三
十
秒
消
防
署
で
一

斉
に
鳴
ら
す
こ
と
が

鳴
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
き
る
装
置
に
な
っ
た
も
の
で
す

従
来
、
大
村
地
区
と
西
大
村
地

火
災
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

4
月

5
日
目
時
か
ら

市

役

所

第

8
会

議

室

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
サ
イ
レ
ン
の
設
置
場
所

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
サ
イ
レ
ン
設
置
場
所
〕

マ
第
一
分
団
詰
所
(
前
舟
津
)

マ
第
二
分
団
詰
所
(
本
小
路
)

マ
第
三
分
団
詰
所

(
西
本
町
)

マ
第
四
分
団
詰
所
(
武
部
)

マ
第
五
分
団
詰
所
(
杭
出
津
三
丁

目
)

マ
第
六
分
団
詰
所
(
松
並

一
丁
目
)

マ
第
七
分
団
詰
所

(
池
田
新
町
)

マ
第
八
分
団
竹
松
出
張
所
(
大
川

田
)

マ
第
九
分
団
詰
所

(宮
小
路
二
丁

目
)

マ
第
十
分
団
詰
所

ハ荒
瀬
)

マ
第
十
一
分
団
福
重
出
張
所

(
皆

同
)

マ
第
十
二
分
団
松
原
出
張
所

(
宮

本
)

マ
第
十
三
分
団
祝
崎
分
駐
所

(
祝

崎
)
、
三
浦
出
張
所
(
日
泊
)

今
村
分
駐
所

(
連
蔵
寺
)

マ
第
十
四
分
団
鈴
田
出
張
所
(
ニ

本
松
)

マ
第
十
五
分
団
萱
瀬
出
張
所

(
田

下
)

ー

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

|

|

」

「
l
l
縦

覧

期

間

と

納

期

を

変

更

し

一一
月
十
五
日
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
課
税
台
帳
の
縦
覧

期
間
と
納
期
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す。

縦
覧
期
間

四
月
九
日

1
一一
十
八

日
ま
で

(
場
所
は
税
務
課
)

納
期
・
一

期

五
月
十
五
日
l

三
十

一
日
ま
で

・
二
期

以

降

変

更
あ
り
ま
せ
ん

※
本
人
以
外
が
縦
覧
す
る
場
合
は

委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
を
ど
持

参
下
さ
い
。

※
昭
和
五
十
四
年
度
は
基
準
年
度

の
た
め
、
土
地
並
び
に
五
十
三

年
中
の
新
増
築
分
家
屋
に

つ
い

て
評
価
替
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
縦
覧
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
記
載
の
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は

四

月
九
日

1
五
月
八
日
ま
で
の
聞
に
異
議

の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。

市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

(
詳
し

い
こ
と
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

)

入
場
券
を
持
っ
て

投
票
所
入
場
券
は、

各
人
あ
て

県
議
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て
は
三

月
二
十
七
日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
選
挙
に

つ
い

て
は
四
月
十
二
日
に
郵
送
す
る
予

定
で
す
。

投
票
に
は
必
ず
投
票
所
入
場
券



※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

転

入

転

居

屈

な

ど

昭和54年 4月1日
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住
所
合
定
め
た
日
か
ら

14 

転:
4 入:
プし
H.. て

き
は

転
入
し
て
き
た
と
き
は
、
住
所

を
定
め
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に

前
住
所
地
の
転
出
証
明
書
を
添
え

て
転
入
届
を
し
て
下
さ
い
。

家
族

み
ん
な
が
転
入
し
た
と
、
き
だ
け
で

な
く
、
一
人
だ
け
と
い
う
場
合
も

届
が
必
要
で
す
。

転
入
し
て
き
た
人
で
、
住
所
が

決
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
と
い
う
人
も

住
所
を
定
め
た
と
き
は
必
ず
転
入

届
を
し
て
下
さ
い
。

転
入
届
を
出
す
と
き
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
、
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
の
該
当
者
は
、
手

続
き
τ

を
一
緒
に
済
ま
せ
て
下
さ
い

届
出
義
務
者
は
本
人
ま
た
は
世

帯
主
で
国
民
年
金
の
場
合
は
年
金

手
帳
と
領
収
書
を
ど
持
参
下
さ
い

りおおむ市政だより(5) 

日

以

内

市 j

j変 Ej
;壬住:
，....所:
-・」をき
は

市
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き
も

転
居
届
が
必
要
で
す
。
市
民
課
ま

た
は
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
家
族
み
ん
な
で
な
く
、
一

人
だ
け
と
い
う
場
合
も
必
要
で
す

届
出
は
転
居
し
た
日
か
ら
十
四

日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
出

義
務
者
は
転
入
届
の
場
合
と
同
じ

で
す
。市

.転外

出へ
す
る
と
き
は

転
勤
、
就
職
、
入
学
な
ど
で
他

の
市
町
村
へ

転
出
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
転
出
先
、
転
出
予
定

月
日
を
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

同
出
義
務
者
は
本
人
ま
た
は

世
帯
主
で
す
。

転
出
届
を
す
る
と
転
出
証
明
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
新
住
所
の
市

町
村
役
場
で
転
入
届
を
す
る
と
き

に
添
え
て
下
さ
い
。

世
:あ帯
つ Iこ
jた異
jと動
iきが
iま

世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
も

届
出
が
必
要
で
す
。
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
り
、
世
需
を
合
併
・
分
離 乗

る
な
ら
飲
ま
な
い

し
た
場
合
な
ど
も
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
は
変
更
が
あ
っ
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す

届
出
す
る
と
き
は
、
国
民
年
金

手
帳
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証、

認
印
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
届
出

を
怠
る
と
後
日
手
続
き
が
面
倒

で
す
の
で
、

届
出
は
早
自
に
し

古
?
し
ょ
・
っ
。

詳
し
い
乙
と
は
市
民
課
へ
お
問

合
せ
下
さ
い
。

小
・
中
学
校
入
学
遺
児
に

祝
金
を
差
し
上
げ
ま
す

遺
児
の
入
学
を
祝
い
健
全
な
育

成
を
願
っ
て
、
小
学
校
・
中
学
校

に
入
学
す
る
児
童
に
対
し
祝
金
三

千
円
を
差
し
上
げ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
は

福
祉
課
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
児
童
・
父
母
の
婚

掴
解
消
に
よ
り
父
ま
た
は
母
に

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

-
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

.
父
ま
た
は
母
が
廃
疾
の
状
態
に

あ
る
児
童

-
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
に
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

-
父
ま
た
は
母
が
長
期
に
わ
た
り

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

-
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

支
給
要
件
四
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
遺
児
で、

小
学
校

・
中
学
校
に
入
学
す
る

児
童

申
請
期
間
四
月
五
日

t
十
四
日

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

一国
保
相
談

ご

存

じ

学
生
の
被
保
険
者
証

に
つ
い
て

就
学
の
た
め
、
他
市
町
村
に

住
所
を
移
し
て
い
る
学
生
(
一

定
の
収
入
が
あ
る
場
合
を
除
く
)

の
国
民
健
康
保
険
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
親
元
に
住
所
が
あ

る
も
の
と
み
な
し
て
大
村
市
の

国
保
に
加
入
し
、
被
保
険
者
証

を
特
に
も
う
一

枚
学
生
用
と
し

て
交
付
す
る
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。学
生
の
被
保
険
者
証
(
②

保
険
証
)
の
交
付
申
請
の
手
続

き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
今
年
の
四
月
か
ら
就
学
さ
れ

る
学
生
ま
た
は
新
規
に
⑧

保
険
証
の
交
付
申
請
を
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
学
校
の
在

学
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
下

さ
い
。

転
出
証
明
を
申
請
さ
れ
る
と

き
に
、
②
保
険
証
を
希
望 で

す

か
さ
れ
る
人
は
そ
の
旨
申
出
て

下
さ
い
。

①
す
で
に
②
保
険
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
も
、

②
保
険
証
の
有
効
期
間
は

一
年
間
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
卒
業
さ
れ
る
ま

で
は
毎
年
、
旧
保
険
証
を
持

参
し
て
交
付
申
請
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
-

@
②
保
険
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
卒
業
な
ど
に

よ
り
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
直
ち
に
資
格
喪

失
の
届
け
を
し
て
下
さ
い
。
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花と史;跡のまち
らむおお

ク行
楽
の
シ

l
ズ
ン
で
す
'

りヤ コ 岳 く
ン lを 咲桜
プス仰き
。 、。 ぐき っ
そ 野、 そっ
し岳絶う.じ
て 湖好大
名畔の 村 花
物 の ハ公菖
大楽イ園蒲
村しキ。が
まいン多 美
つキグ良し

ま
れ
た
、

す
ば
ら
し
い
郷
土
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
知

っ
て

い
た
だ
い
て、

広
く
友
人
や
知
人

の
方

々
を
お
招
き
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。
観
光
の
資
料
を
商
工
観

k
光
課
で
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ど
利
用
下
さ
い
。

自
然
の
景
観
と
歴
史
に
は
ぐ
く

8月上旬

11月3日

11月15日

11月中旬

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

砂花火大会

砂大村まつり

砂松原くんち

砂農 業 祭

3 月 下旬 ~ 4 月上旬

4 月下旬 ~ 5 月上旬

5 月下旬 ~ 6 月上旬

7月下旬

6月下旬

おもな年中行事と花見ごろ h

砂桜まつり

砂つつじまつり

砂花菖蒲まつり

砂海水浴場開き

砂野岳キャンプ。場
聞き

主=‘

玖
島
城
祉
の
石
垣

空港入口の歓迎塔

ゐ弘¥や
'1J‘-、 、

今ふム~~.~:~何

官隊

v 

v 

紫
d 

|大村史跡等案内図l

琴
平
岳
展
望
所

彩

の

里

大
村
純
忠
終
え
ん
地

首

塚

跡

獄

門

所

跡

斬

罪

所

跡
経

寺

円
融
寺
跡
庭
園

玖

島

域

社

五

教

館

黒

門

久

原

域

祉

長
岡
半
太
郎
邸
跡

自然休養林

長
与
専
斉
旧
宅

料

館

至
佐
世
保
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粗
大
ご
み
を
有
効
に
処
理

…
破
砕
処
理
施
設
が
完
成
…

りおおむ

4 

月

か

国
の
補
助
金
及
び
厚
生
年
金
積

立
金
還
元
融
資
を
主
な
財
源
と
し

て、

昨
年
八
月
に
着
工
し
て
い
た

粗
大
ど
み
破
砕
処
理
施
設
が
三
月

末
で
完
成
、
四
月
か
ら
操
業
開
始

で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
組
大
ご
み
や
不
燃
物

り

操

業

開

始

は
、
原
形
の
ま
ま
不
安
定
な
埋
立

処
分
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
埠
立

地
も
環
境
保
全
上
問
題
が
多
く
困

難
を
極
め
て
い
ま
し
た
が
、
本
施

設
の
完
成
で
鉄
類
は
有
効
資
源
と

し
て
回
収
し
、

燃
え
る
も
の
は
併

存
の
ご
み
焼
却
炉
で
処
分
、

残
り

の
不
燃
物
は
一

五
セ
ジ
チ
以
下

に
破
砕
さ
れ
た

も
の
と
な
り
ま

す。
従
っ
て
安
定

し
た
適
切
な
開

立
処
分
が
で
き

る
の
で
、
環
境

保
全
と
有
効
利

用
が
図
ら
れ
る

乙
と
と
な
り

住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
に
十
分

役
割
を
果
た
す

乙
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、

次
の
こ
と
が
ら
に

留
意
し
〈
ど
み
の
持
出
し
処
分
に

よ
り

一
層
の
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
寸
J

。
不
燃
物

粗
大

み:

。
不
燃
物
と
は

(各
町
指
定
の
集

積
所
に
出
せ
る
も
の
)
、
日
常

生
活
か
ら
廃
品
と
し
て
出
る
ピ

ン
類
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬
戸
物

く
ず
、
空
カ
ン
、
金
物
く
ず
に

限
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今

後
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
廃
容

器

(
洗
剤
容
器
、
バ
ケ
ツ
ぐ
ら

い
の
大
き
さ
の
も
の
ま
で
)
も

収
集
の
対
象
と
し
ま
す
。

。
組
大
ご
み
と
は
(
清
掃
セ
ン

タ

ー
へ
自
己
搬
入
し
て
も
ら
う
も

の
)
大
型
ご
み
の

乙
と
で
、

木

製
家
具
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
家

具
類
、
金
属
製
家
具
類

(家
電

製
品
な
ど
)
建
具
類
(
タ
タ
ミ

を
含
む
)
大
型
玩
具

(
自
転
車

を
含
む
)
な
ど
で
す
。

粗一
大般
ご家
み庭
のの
出不
し燃
方物
と

。
不
燃
物
の
出
し
方

日
常
の
家
庭
生
活
か
ら
出
る
不

燃
物
は
、
ビ
ン
類
、
ヵ
ン
類
、
金

物
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
そ

れ
ぞ
れ
区
分
し
て
、
片
手
で
持
て

る
程
度
の
大
き
さ
に
こ
ん
包
し
、

収
集
自
の
前
日
の
午
後
か
ら
各
町

所
定
の
集
積
所
に
持
出
し
て
下
さ

い
集
積
所
に
は
、
決
め
ら
れ
た
日

以
外
は
絶
対
に
持
出
さ
な
い
で
下

さ
い
。
〔
注
意
事
項
〕
ス
プ
レ
ー
空
カ
ン

圧
縮
ガ
ス
空
カ

シ
(
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
)
は
爆
発
物
で
危
険
な
も
の
で

す
。
必
ず
穴
を
空
け
ガ
ス
抜
き
を

完
全
に
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

。
粗
大
ご
み
な
ど
臨
時

に
多
く
出
す
場
合

家
庭
内
の
整
理
整
と
ん
や
転
居

の
際
、
臨
時
的
に
出
る
多
量
の
ご

み
は、

可
燃
物
、
不
燃
物
、
粗
大

ど
み
に
区
分
し
て
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
ま
で
搬
入
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
持
込

ま
れ
る
も
の
の

中
に
は
十
分
使

用
で
き
る
も
の

を
よ
く
見
か
け

ま
す
。い
ま
一
度
見

直
し
、
使
用
で

き
る
も
の
は
再

生
利
用
す
る
な

ど
有
効
に
処
理

し
ご
み
の
減
量

に
ど
協
力
下
さ

組大ごみ破砕処理施設系統図

O ~骸骨

企=不燃物

ロー可燃物

建:
築 i
処廃 i
理材 i
のの
仕 i
方

。
家
屋
の
増
改
築
、
解
体

に
よ
り
生
じ
た
木
材

家
屋
の
造
作
、
解
体
に
よ
っ
て

生
じ
る
古
木
材
は
二
メ
ー
ト
ル
以

内
の
長
さ
に
し
て
清
掃
セ
ジ
タ
ー

に
搬
入
し
て
下
さ
い
。
乙
の
場
合

五
月
一
日
か
ら
別
表
の
処
理
手
数

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
乙
と
と
な

り
ま
す
。

@
ガ
レ
キ
、

i
ト
く
ず

コ
ン
ク
リ

ガ
レ
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず

は
産
業
廃
棄
物
で
あ
り
、
排
出
者

が
自
ら
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
乙
と
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、

適
正
な
捨
て
場
所
を
配
慮

の
う
え
工
事
に
取
り
か
か
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
拾
て
場
所
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
は
、

清
掃
セ
ジ
タ

ー
に
ど
相
談
下
さ
い
。
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事
業
看
動
か
ら
出
る

一
般
廃
棄
物
の
処
理

の
仕
方

事
業
活
動
か
ら
出
る
廃
棄
物
は

「廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
三
条
」

で

『
事
業
者

は
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
と
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す。
市
は
、
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処

理
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
た
び
不

燃
物
破
砕
処
理
施
設
を
完
成
さ
せ

四
月
か
ら
事
業
活
動
か
ら
出
る
一

般
廃
棄
物
も
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処

理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
、
ご
み

処
理
行
政
に
つ
い
て
ど
理
解
と
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
事
業
者
は
そ
の
事
業
活
動
か
ら

生
じ
る
多
量
の
一
般
ご
み
を
適

正
に
処
理
す
る
た
め
、
可
燃
ご

み
と
不
燃
物
ご
み
と
に
区
分
し

て
清
掃
セ
ジ
タ
l
へ
自
己
搬
入

し
て
下
さ
い
。

②
搬
入
時
閣
を
守
っ
て
下
さ
い

平
日
午
前
九
時

l
午
後
四
時

ま
で

土
曜
日
午
前
九
時

t
午
前
十

一
時
ま
で

金とまく納処五
をきす乙め理月
どは。とて手ー
用必搬にい数日
意ず 入なた料か
下現のりだをら

取扱区分 |単位 |手数料i
事業、活動から生じる1100キロ(Jnnml
一般廃棄物(ごみ)を|グラムま1200円|
清掃センターに搬入|でごとに
するもの 1-~~'- I 

③
処
理
手
数
料

Z
-

、。
E
b
 

④
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
た

め
市
は
多
額
の
経
費
を
か
け
て

い
ま
す
。

事
業
者
は
自
己
処
理

が
原
則
で
あ
り
、
事
業
活
動
か

ら
出
る
ご
み
は
減
量
の
た
め
の

工
夫
、

再
生
利
用
で
き
る
も
の

は
廃
品
回
収
業
者
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
処
理
す
る
な
ど
、
事
業

者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
で
処
理
で
き
な
い

も
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
な

い
も
の
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
身

近
で
主
な
も
の
は
自
動
車
タ
イ
ヤ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
や
劇
薬
物
の
空

ピ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
市
が
処
理
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
も
の
を
不
燃
物
集

積
所
へ
持
出
し
て
も
処
理
で
き
な

い
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
は
交
換

の
と
き
そ
の
庖
で
引
取
っ
て
も
ら

い
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
取
扱
庖
で
、

農
薬
、
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
は
最
寄
り
の
農
協
で
、

劇

薬
物
の
空
ビ
シ
は
薬
局
で
そ
れ
ぞ

れ
相
談
の
う
え
適
切
に
処
分
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
み
・
し
尿
に
つ
い
て
の

ご
質
問
・
ご
相
談
は

市
清
掃
課
へ

雷
②
|
二
八
一
四

宮
②
|
三
五
三
九

。
不
燃
物
の
収
集
に

つ
い
て

次
の
と
こ
ろ
は
収
集
日
を
変
更

し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

西
大
村
地
区

乾
馬
場
町
、
古
町

二
丁
目
、
昭
和
通
り
、
西
小
路

協
和
町
、
松
山
町
、
中
央
町、

乾
馬
場
住
宅

松
原
地
区
橋
本
、
宮
本
、
浦
一

区
・
ニ
区
、
北
松
本
、
南
松
本

久
津
、
寺
本
、
山
下
、
梶
ノ
尾

梶
ノ
尾
団
地

54年4月，..，.，7月

収集日 !4月 !5月 I6月 1 7月 i
| 第1月曜日 2 741 2 : 

1 第1火曜日 i二仁亡工仁王|二豆二1
1 引火曜日 :_JL出~l~ :
第1水曜日 421 6 4! 
m 3 7l<!iI B 18 I 16 I 20 ! 18 .i 
第1木曜日 i 5 @ ! ? 5 
第3木曜日 19 17 1 21 19 

第1金曜日 旦 :_4_1_1_i_6
第3金曜日 20 18 I 15 20 
第1土曜日 7 I ⑤ 2' 7 
第3土曜日 ! 21 J 19 i16 J 21 1 

第2月曜日 9 14 1 11 9 i 
| 第2火曜日 lO_!_8 _ i.--lL'---.lL i 
|第4火曜日 24 ， 22 26 24 
1第2水曜日 11 9 I 13 11 

- J11 第2木曜日 i72 ; 
第4木曜日 26 24 28 26 I 
第2金曜日 13 I 11 8 13 
第4金曜日 I 27 25 22 27 
第2土曜日 I 14 12 9 14 
第4土曜日 : 28-- '~'-W-i~ 

表割日

町内

三浦地区各町内. 鈴団地区各町内.
乾馬場町. 古町2丁目(古町s区・ 6区・住宅・酉)
東浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎後木場.向木場.岩舟.
日向平.上小路.須田ノ木.岩舟住宅 久原第2団地
久原団地. 本小路. 片町第1・第2. 本町第1・第2.
東本町.
三城第1--第2.水主町. 有楽街.
大佐古. 水田 1区. 向陽町

赤佐古. 旭町団地. 草場. 池の坊. 駅前アパート. 常盤団地.

池田新町(9区・ 10区・ 11区・アパート). 池田1丁目・2丁目. 坂口町

上諏訪町. 諏訪1丁目(中諏訪.諏訪1区).
諏訪2丁目(諏訪7区・ 8区・東諏訪). 諏訪3丁目
荒平.水計.徳泉川内.大多武.雄ヶ原.横山頭橋本.宮本.
浦1区・2区.南松本.北松本.久津.寺本.山下.梶ノ尾.梶ノ尾団地
古町. 水田町(水田.水田2区). 杭出津2・3丁目(3区・4区.
上・下杭出津.辻田.昭和通西小路)• 杭出津1丁目

松並1丁目(中央町.乾馬場住宅を含む〉 松並2丁目
協和町. 松山町. 植松1・2・3丁目， 小路口第3住宅

西大村本町(第1・2). 桜馬場第1丁目. 桜馬場第2. 古賀島町.
森園町. 今津町. 原口町(堺町.原口住宅)• 富の原1・2丁目

大川田町.竹絵本町.小路口町(竹松住宅.小路口住宅)• 小路口本町.
鬼橋町. 竹松町 宮小路1・2・3丁目. 黒丸町. 宮小路九電社宅

沖田. 寿古. 皆同. 今富. 立福寺. 弥勅寺. 矢上. 草場.

野田.重井田.北木場.今山.東光寺.野岳北・南.平原.松原野田.
武留路. 乾馬場町. 古町2丁目
黒木. 北・南川内. 久良原. 中岳. 宮代. 原. 荒瀬. 橋本.
宮本.浦1・2区.北・南松本.久津.寺本.山下.梶ノ尾.梶ノ尾団地

O印は祭日のため、収集は翌日または翌々日となります。

西本町第1・第2.

柴田.小佐古.

集収

名

物

田の平.

燃

武部.

不
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「ぼくもわだしも|
もうすぐq年生」
新入学児童の心得げら

※ 

健

康

新

入

学

の

準

備

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
グ
」

気
な
が
に
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う

幼
稚
園
が
グ
義
務
教
育
化
H

し

よ
う
と
し
て
い
る
昨
今
で
す
が
、

い
ざ
、
新
入
学
と
な
る
と
、
や
は

り
何
を
準
備
し
、
ど
ん
な
し
つ
け

を
し
て
お
け
ば
よ
い
か
・
・
・
・
・
:
:
と

心
配
さ
れ
る
家
庭
も
あ
る
乙
と
で

し
ょ
う
。
学
校
の
先
生
に
よ
っ
て

は
何
も
し
な
い
が
自
然
児
H

の
方

が
よ
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、
少
な
く
と
も
子
供
の
精
神
状

態
が

n

離
乳
μ

で
、
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
な
い
と
、
親
も
先
生
も
た

い
へ
ん
で
す
。

入
学
前
に
学
校
の
方
か
ら
通
知

が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
次
の
乙
と

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
い
で
し

ょ
・つ。
①
自
分
で
用
便
が
た
せ
る
こ
と

(
登
校
前
に
必
ず
用
便
を
済
ま

せ
る
よ
う
に
す
る
)

②
顔
を
洗
い
歯
を
み
が
く
習
慣
を

つ
け
る

③
自
分
の
名
が
読
め
る
、
言
え
る

返
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

を

時

~乙

与生ー

の

④
住
所
や
親
の
名
前
が
は
っ
き
り

言
え
る

⑤
「
ハ
イ
」
と
「
イ
イ
エ
」
の
意

思
表
示
が
で
き
る
よ
う
に

⑦@  
やハり自
そン着分
のカたの
始チり 衣
末 やで服
がチきを
でリる自
き紙よ分
るのうで
よ使.Iと脱
うい い
に方だ

献

血

を

.ク

反
対
に
百
ま
で
数
を
か
ぞ
え
ら

れ
る
と
か
、
字
を
書
く
乙
と
な
ど

は
全
く
不
要
で
、
か
え
っ
て
勉
強

に
興
味
を
失
う
弊
害
が
生
じ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
ち
の
子
ど
も
は
:
:
:
と
い
っ

た
自
信
を
も
っ
て
い
る
お
母
さ
ん

も
、
よ
く
先
生
と
相
談
し
た
り
、

ど
近
所
の
お
友
だ
ち
の
家
へ
も
訪

ね
て
話
し
合
っ
て
お
く
乙
と
も
い

い
で
し
ょ
う
。

学
用
品
、
運
動
具
な
ど
に
つ
い

て
は
、

学
校
で
お
世
話
し
て
い
た

だ
け
る
の

が
一
般
的

ヲガラ

で
す
の
で

よ
く
学
校

と
ど
相
談

下
さ
い
。

も
う
ひ

ル
}
つ
。
乙

れ
は
お
母

さ
ん
に
。

学
校
へ
行

く
道
の
交

通
安
全
を

与
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。

学
校
ま
で
の
道
路
を

実
際
に
歩
い
て
確
め
て
お
い
て
下

大」い。

4
月

は

刊

日

気をつけたい

子供の動作

、心の疲れ、 を見抜こう

い
ま
ま
で
は
近
所
の
お
友
だ
ち

だ
け
だ
っ
た
交
遊
関
係
か
ら
、
お

母
さ
ん
の
ヒ
ザ
を
離
れ
て
、
顔
も

気
心
も
わ
か
ら
な
い
お
友
達
と
一

緒
に
過
ご
す
時
間
が
ふ
え
た
の
で

す
か
ら
家
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
の

張
り
つ
め
た
気
持
ち
を
察
し
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

せ
っ
か
ち
に
お
子
さ
ん
に
問
い

つ
め
な
い
で
き

ょ
う
一
日
の
緊
張

を
ほ
ぐ
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
ふ

ろ
に
一
緒
に
入
っ
た
時
と
か
食
後

の
団
ら
ん
の
と
き
に
学
校
の
乙
と

や
友
だ
ち
の
乙
と
に
つ
い
て
よ
く

話
を
聞
い
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
さ

さ
い
な
乙
と
で
も
親
に
理
解
し
て

も
ら
え
ば
、
そ
れ
だ
け
心
が
落
ち

つ
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
親
が
意
外
に
気
が

つ
か
な
い
の
は
子
供
の
近
視
、
乱

視
、
弱
視
.
耳
が
よ
く
聞
こ
え
な

い
と
い
っ
た
症
状
で
す
。
子
供
が

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
、

よ
く
よ
く
原
因
を
調
べ
て
み
て
初

め
て
分
か
っ
た
と
い
う
例
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
担
任
の
先
生
と
よ

く
連
絡
を
と
り
子
供
の
体
調
を

し
っ
か
り
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

所

前

日
時

1
U
時

日
時

i
日
時

市

役

福
祉
セ
ン
タ
ー

普
リ
ま
し
ょ
う

cd 

主1)¥し
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。放虎原小ひ初めての卒業式

87人が母校を巣立つ
市立放虎原小学校で3月20日、初めての卒業式があ
りました。同校は昨年4月に開校したもので、 87人が
在校生に送られ母校を巣立ちました。体育館の前には
卒業記念の「モミの木Jが植えられていますが、子供
たちが成λする頃には大きな樹となり、第1回卒業の
思い出となる乙とでしょう。

北

の歯科技工士ο33人誕生

西九州歯科技工専門学校

西九州歯科技工専門学校の初めての卒業式が3月24
目、大村商工会議所ホーJレであり、女性3人を含む33
人が同校を後にしました。同校は52年4月に開校した
ものですが、 卒業生のみなさんは、ほとんど県内に就
職が決っており、今後第一線で働く者として決意を新
たにしていました。

西

やさくられの名所に

岳の木場公園に勤労青少年が植樹

岳の木場公園をさくらの名所にと3月18日、勤労青 不
少年約70人が参加して、青年のさくら80本を植えまし 』隙
た。乙の公園は、市が3年前から整備を進めている市 22 
街地を一望にできる公園ですが、若者たちの汗の奉仕 明9
で、さくらの名所がまた一つふえそうです。 は

定
ま
っ
た
日
!こ

南

蚊退治にタップミノー

大村ライオンズクラブが放流

大村ライオンズクラブでは3月18日、蚊のいない町
にと、 タップミノー(西洋メダカ)約6万匹を池田の
堤や大村公園の水蓮池などに放流しました。 タップミ
ノーは別名「蚊たやし魚」 と呼ばれ、ボウフラが好物
の魚です。同クラブでは.大村から蚊が絶滅するまで
引続きタップミノ一作戦?を展開するといっています

コ」
み
』
可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に
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お
し
ら
せ

りおおむ

注
射
と
検
診

市政だより

-1歳
6
カ
月
児
検
診

乙
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
二
年
九
対
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
七
月

J
八
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
検
診

を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診

し
て
下
さ
い

日
時
四
月
十
七
日
・
二
十
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

昭和54年 4月1日
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圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

亦
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

4月の健康相談日程

!日|時間 |場所|対 象

1" 19:30-11:001大村保健所|生後3カ月までの乳児
1~ll3:30-15:0g l埜里出塁亙|妊婦と乳幼児 -I!@ 
101 9:30-11:001LL..L.，.，.，，，，.，..，...1 >>11 I.+. IR i'*' 1 911 ~: ~~_-.~~: ~~ I竹松出張所|乳幼児 II I v 113:00-15:0OI'J 1"-'l-LJJPCrJl1 "U ~" /~ 

101，*:30.......11:00出塑里|生後4.......6カ月の乳児 |l
113: 30-15: 001鈴田出張所|旺婦と乳幼児 i 

生後7カ月以」

担 30~川

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
注
射

飼
い
犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録

と
六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

別
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
必
ず
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手

数

料

一

頭

当

り

三

千

円

(
登
録
手
数
料
二
千
円
、
注
射

手
数
料
七
百
円
、
注
射
済
票
三

百
円
)

※
県
が
徴
収
す
る
手
数
料
規
則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
日

か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

が
変
り
ま
す

一
行
政
相
談
(
毎
月
第
二
木
曜
日
)

一

日

時

四

月

十

二

日

午

前

↑

九

時

三

十

分

t
正
午

一
登
記
相
談 l主竺J

午
前

九
時
三
十
分

t
正

午

一

法

律

相

談

一

(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日

時

四

月

十

九

日

午

前

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
一

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

〔
お
願
い
〕

④
犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
ぎ

か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
に
は

口
輪
を
つ
け
て
つ
れ
て
く
る
こ

と

日
時

四
月
十
三
日

④
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
に
は

必
ず
首
輪
に
鑑
札
と
注
射
済
票

を
つ
け
る
こ
と

。
犬
補の
避
助妊
手
金術

狂
犬
病
予
防
注
射
期
間
中
に
申

請
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
補

助
金
が
つ
き
ま
す
。

〔
オ
ス
〕

一
頭
当
り
手
術
料
三

※ 

市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

4
月

5
日

間

時

か

ら

市

役

所

第

8
会

議

室

(
詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
)

千
五
百
円
(
飼
い
主
負
担
二
千

五
百
円
)

〔
メ
ス
〕

一
頭
当
り
手
術
料
七

千
円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百

円
※
手
術
後
の
治
療
、
そ
の
他
は
実

費
が
必
要
で
す
。

※
希
望
者
は
印
か
ん
持
参
の
う
え

予
防
注
射
会
場
で
お
申
込
み
下

戸、.、‘。

1』

F

、J
h
v

犬の登録と狂犬病予防注射日程

月4/1日6!|市実施場所 |実施時間
役所 110:00-1

{今村公民館 1日30-11:00 

溝陸公民館 11:15-11:30

4/17 三浦出張所 13:00-13:30

市農協西部支所 13:40-14:00

陰平下公民館 14:10-14:30

平錯小回川(出倉田張宅前所〉
9:30-10:00 

10:10-10:30 

4/18岩松公民館 10:35-11:50 

久原団地第2集会場 13:30-14:10 

椎池公民館 14:20-15:00 

ω|中地区住民センター 10:00-15:00 
寿古 公民館 9:30-10:20 

福重出張所 10:30-12:00 

4/20 立福寺ノイス停 13・00-13:30
富の原公民館 13:50-14:50 

|植松公民館 15、:00.......15:50

徴神堂広場 9:30-10:00 

諏訪公民館 10:20-11:50 
4/23 
池田公民館 13:00-14:00 

堺町公民館 14:10-14:40 

野呂湖バス停 10: 30"""'11: 00 

東光寺公民館 11: 15-11: 30 
4/24 
松原出張所 13:00-14・。。
|武留路公民館 14: 10-14: 30 

4/25 [ 竹松出張所 110:00-15:00

黒木ノf ス終点 10:00-10:15 

黒木小学校下 10:25-10:50 

久良原公民館 11:00........11:30 

4/26 萱 瀬出張所 13: 00-13: 30 

南川内分校下 13・40........13:55
宮代公民館 14:05-14:40 

市農協第1支所 14:50-15:20 

1 4/~ 大村保健所印:00-1円。
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りおおむ市政だより(13) 

※ 

下
水
道

試

験

• 54 年
度

出雲
♂検
定

受
検
申
込
期
間
五
月
一

日
l
五

月
十

一
日
ま
で

実
技
試
験

-
問
題

公

表

六
月
十
三
口

-
実
施

六
月
二
十
九
日

l
九
月

三
十
日
ま
で

学
科
試
験
九
月
九
日
、
十
六
日

二
十
三
日

合
格
発
表

十
月
十
六
日

検
定
実
施
職
種

造
園
、
製
鋼
、

鋳
造
、
機
械
加
工
、
鉄
工、

板

街
の
顔
で
す

金
、
木
工、

紳
士
服
製
造
、
左

官
、
そ
の
他

※
詳
し
く
は
県
職
業
訓
練
課
ま
た

は
市
商
工
観
光
課
へ

※
後
期
に

つ
い
て
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

募

集

-
大
村
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
会
員

大
村
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
芯
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

新
小
学

一
・
二
年
生

各
十
人

入
会
金
二
千
円

会

費

月

二
千
円

ι
一三
〉
二三
、
ょう一
(
f
J
J
3
一'E
t
--t
f
f
J
〉
3
1
t
f
u
r
z
f
J
〉
1
i
t
-
-~

~

春

の

合

同

グ

ル

ー

プ

展

い

J

九

一

中

地

区

公

民

館

…

人

中

地

区
公
民
館
で
活
動
し
て

芸
グ

ル
ー
プ
、
和
裁
グ
ル

l

v

~
い
る
グ
ル
ー
プ
の
合
同
グ
ル

ー

プ
、
着
付
グ
ル
ー
プ
、
安
達

V

V

プ
展
を

開

催

し

ま

す

。

式

、

裏

千

家
、
宗
偏
流
、
茶

ん

九
期
間
四
月
十
四
日
t
十
六

日

実

会

、

大

村
友
の
会
、
峰
友

ん

~
午
前
九
時
t
午
後
五
時
会
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、

U

)

場

所

中

地
区
公
民
館

油
絵
、
池
坊

い

て
参
加
グ
ル
ー
プ

墨
影
会

(南

※
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
も
お

ん

(

画
)
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

こ

な

い

ま

す

。

~

~

陶
芸
、
中
地
区
俳
句
会
、

手

へ、

1

・・E.，、、.-
-ー
，，、=
・=
、，，tz-、、.FzeJ，‘、
r-ee，，‘-
ごz
、a'F
，-よ
‘、.
ごt-
，‘、ご='z'et
‘‘一
、，，
-Feze、.
-=，e
，e、
-J-
，.，e
e---

心
で
す

医
師
の
診
察
に
合
格

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

入
会
資
格

山叫.t与、下
.J
•• 
=.f〈
.f.J
.=f.r-
〉〉•• 
三-三-ご.et、f〈.、.
r
=f.rf-=.J
〉
3〉••• 

f
 

し

た

人

心

参

加

し

ま

せ

ん

か

「

一

坪

農

園

」

料

金

無

料

ム

受
付
四
月
十
五
日
ま
で
(
定
数

V

申
込
方
法
五
月
二
十
五
日
ま

、

に

達

し

た

と

き

は

締

切

り

ま

す

)

九

|

|

サ

ツ

マ

芋

守

つ

く

り

l

i

-

-

で
に
ハ
ガ
キ
に
親
子

-zu

申
込
先
市
役
所
財
政
課
の
高
月

〉

l
プ
の
名
前
、
住
所
、
電
話

刊

明
さ
ん
ま
で

A

番
号
を
書
い
て
申
込
む
乙
と
叫

大
村
青
年
会
議
所
で
は
、
大

え

て
行
き
た
い
と
思
い

申
込
先
・
問
合
せ
先

J

山

村

市
農
協
青
年
部
の
協
賛
を
受

多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

社
団
法
人
・

大
村
青
年
会
議

《

J

け、

青
少
年
育
成
の

一
環
と

し

す

所
事
務
局
(
杭
出
津
一
丁
目
、

V

て
「
一
坪
農
園
」
を
五
十
二
年
対
象
親
と
子
、
子
供
の
グ
ル

V

七
七

O
、
宮

@
l六
三
九
ご

d

p

に
引
続
き
再
度
企
画
し
ま
し
た

l
プ

そ
の
他
イ
モ
苗
は
準
備
し
ま

m

《
「
サ
ツ
マ
芋
づ
く
り
」
を
通
し
日
時
六
月
三
日

(
日
)

V

て
親
子
の
対
話
、

グ
ル

ー

プ

の

午

前

十

時

ま

で

に

集

合

す

が

、

六

月

三

日

は

土

に

汚

ん

ψ

友
情
を
深
め
、
一

緒
に
-汁
を
流
集
合
場
所
森
園
森
林
公
園
れ
で
も
い
い
服
装
で
、

帽
子

ν

ハ
し
、

喜
び
、
楽
し
み
合
ぃ
、
生

(

空

港

大

橋

入

口
)

タ

オ

ル

、
水
筒
、
弁
当
を
持

品

~

の

学
習
を
肌
で
体
験
し
学
び
考

定

員

約

六

百

人

っ

て

く

る

こ

と

戸

圃
働
く
人
び
と
の

職
場
体
験
記

日
本
労
働
協
会
で
は
、
職
場
で

働
く
人
、
技
能
訓
練
過
程
に
あ
る

人
の
体
験
ゃ
、
そ
れ
に
基
づ
く
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

次
の
う
ち
か
ら

一
つ
を

選
ん
で
下
さ
い

①
職
場
と
私

②
技
能
に
生
き
る

応
募
枚
数
回
百
字
詰
原
稿
用
紙

四
t
六
枚
(
原
稿
用
紙
の

一
ペ

ー
ジ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
を
明
記
す
る
こ
と
)

応
募
作
品
は
返
し
ま
せ
ん

一

応
募
資
格

職
場
で
働
く
人
及
び

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
で

年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

応
募
締
切
五
月
十
日

送
付
先
日
本
労
働
協
会
「
働
く

人
び
と
の
職
場
体
験
記
」
係

〒
一

O
五
、
東
京
都
港
区
芝
公

園

一
ー
七
|
六
、
中
退
金
ビ
ル

入
賞

優
秀
三
編
(賞
金

・
賞
状
)

佳
作
十
編

(賞
状

・
副
賞
)

発

表

七

月

一
日

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ
1
ム

へ

曾

③
i
一
三
五
三

会
員
外

三
千
円

連
絡
先

大
村

・
諌
早
市
民
劇
場

事
務
局
(
曾
③
l
三
七
二
九
)

会

費

無

料

申
込
先
・
閉
会
せ
先

久
富
誠
さ
ん
(
諏
訪
三
丁
目

二
O
七
|
五
、
富
③
|

一
七
ニ

ムハ
)
へ

も

よ

お

し

講

習

ム一品

-
市
民
劇
場

第
羽
田
鑑
賞
会

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

青
年
劇
場
「
夜
の
笑
い
」

出

演

後

藤

陽
吉
、
小
竹
伊
津
子

ヰ
晶
、
A

l
，刀

日

時

四

月
十
.七
日

三
十
分
間
演
。

場

所

市

民
会
館

入
場
料

会
員

日
時
四
月
四
日
、
十
一
日
、
十

八
日
、
二
十
五
日

(
午
後
七
時

t
九
時
)

場

所

中

地
区
公
民
館

対

象

一

般
成
人

定
員
五
十
人

午
後
六
時

二
千
六
百
円
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ス
ポ

i

ヲ

-
婦
人軟
式
テ
ニ
ス
教
室

家
庭
婦
人
の
初
心
者
を
対
象
に

ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
簡
易
な

ゲ
!
ム
が
で
き
る
ま
で
を
勉
強
し

ま
す
。

期
間
四
月
十
八
日

t
六
月
二
十

日
ま
で
(
毎
週
水
曜
日
、
午
前

十
時

t
正
午
、
十
回
)

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
二
十
人

参
加
料
無
料

講
師
大
村
市
軟
式
テ
ニ
ス
協
会

A
五
口
貝

申
込
期
間
四
月
十
六
日
ま
で

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

書
い
て
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

-
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

四
月
の
第
一
日
曜
日
は
「
市
民

サ
ッ
カ
ー
の
日
」
皆
さ
ん
が
サ
ッ

カ
ー
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
年
一

回
の
催
し
で
す
。

個
人
で
、
団
体
で
、
小
学
三
年

生
か
ら
壮
年
ま
で
多
数
ど
参
加
下

大』い。

日
時

四
月
八
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

場
所
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊

グ
ラ
ジ
ド

主
催
大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

市
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
体
育
課

ま
た
は
大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

(
柴
田
さ
ん
、
震
②
六
七
八

一一)へ

※
団
体
で
参
加
さ
れ
る
場
合
は
サ

ツ
カ
!
協
会
ま
で
ど
連
絡
下
さ

-
少
林
寺
拳
法
教
室

健
全
な
体
力
と
精
神
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

四
月
六
日

t
四
月
二
十
七

期
間日
(
毎
週
月
・
水
・
金
、
午
後

六
時
三
十
分

t
八
時
三
十
分
)

※
期
間
終
了
後
、
引
続
き
練
習
を

希
望
す
る
人
は
継
続
で
き
ま
す

対
象
一
般
・
高
校
・
中
学
・
小

学
生
の
男
女

場
所
市
武
道
館
二
階

申
込
練
習
日
に
市
武
道
館
(
曾

②
ー
四
八
四
六
)
ま
た
は
富
④

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

日

本

専

売

公

社

大

村

営

業

所

一

タ
バ
コ
二
千
二
百
本
マ
長
崎
一

り
・
亡
母
ア
イ
)
三
十
万
円
マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

市
防
衛
協
会
(
池
田
可
育
さ
ん
一

一

~
番

奥

遅

し

一
敬
称
略
マ
家
富
義
人
(
皆
同
郷
・
亡
母
四
万
二
千
三
百
六
十
円
を
交
通

ほ
か
四
十
五
人
)
演
芸
慰
問
一

マ
ツ
)
十
万
円
マ
山
野
米
吉
遺
児
ヘ
マ
日
本
専
売
公
社
大

社

会

福

祉

事

業

費

へ

(

一

の

郷

・

亡

母

ヨ

ネ

)

二

万

マ

大

村

湾

東

部

漁

業

協

同

組

合

一

V
米
田
降
子
(
諏
訪
一

丁

目

・

村

営

業

所

(

東

三

城

町

)

タ

パ

一
亡
夫
敦
顕
)
五
万
円
マ
福
田
円
マ
松
尾
サ
キ
(
玖
島
郷
.
コ
四
千
二
百
本
を
慈
恵
荘
へ
ボ
ー
ト
場
売
居
(
本
浦
稔
組
合
一

亡
夫
寅
作
)
五
万
円

マ
村
田

一

正

子

(

本

町

一

丁

目

・

亡

た

守

長

)

昼

食

招

待

マ

大

村

民

踊

一

し

泰

二

郎

(

皆

同

郷

・

義

母

筒

口

清

和

国

へ

一
男
)
二
十
万
円
マ
杢
尼

n三
愛

好

会

火

曜

会

(

吉

田

文

枝

会

一

キ

ヲ

)

三

万

円

マ

萱

瀬

保

育

園

(

園

児

二

十

二

一
(
岩
怯
郷
・
亡
一
美
春
枝
)
五
万

長
)
若
草
老
人
会
(
岩
永
忠
次
一

一

円

マ
雌
本
修
三
(
式
部
郷
・

1

J

人
)
お
ゅ
う
ぎ
慰
問
と
み
か
ん

一
亡
兄
幹
)
五
万
円
マ
楠
木
友

一
二
摂
寄
対

十
敬
称
略
三
十
キ
ロ

マ
西
教
寺
(
田
中
会
長
ほ
か
十
八
人
)
映
写
と
民
一

一

次

郎

(

平

小

川

郷

・

亡

妻

秋

江

)

孝

尚

住

職

ほ

か

十

三

人

)

法

話

踊

慰

問

、

菓

子

五

十

五

袋

、

み

一

一
十
万
円

マ
川

添

勝

征

(

駅

通

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

と

み

か

ん

五

十

五

キ

ロ

ほ

か

か

ん

三

十

キ

ロ

一

耳

と

午 月 Eコ

後 21 葉

福唱'日 の
祉時 相

セ
f土、 ニ政ω b 
、国ノ

ン
日

タ 時

l
O七
四
一
(
内
田
さ
ん
〉
へ

参
加
料
無
料

服
装
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
l

か
、
そ
れ
に
準
じ
る
も
の

-
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
成
績

三
月
十
一
日
、
中
央
小
学
校
体

育
館
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
六
人
制
〕

①
玖
中
③
萱
中
③
郡
中
④
西
中

〔
男
子
九
人
制
〕

①
玖
中
②
郡
中

〔
女
子
六
人
制
〕

①
西
中
②
玖
中
③
萱
中
④
郡
中

〔
女
子
九
人
制
〕

①
玖
中
②
郡
中
③
西
中

-
オ
リ
エ
ン
テ
I
リ
ン
グ

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
績

三
月
四
日
、
県
教
委
、
市
教
委

の
主
催
で
行
わ
れ
、
五
百
八
十
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
中
学
生
以
上
男
子
の
部
〕

①
御
手
洗
憲
治
さ
ん
ほ
か
三
人
②

森
裕
さ
ん
ほ
か
三
人
③
小
佐
々
和

敬
さ
ん
ほ
か
二
人

〔
中
学
生
以
上
女
子
の
部
〕

①
柳
田
由
美
さ
ん
ほ
か
四
人
②
佐

藤
真
由
美
さ
ん
ほ
か
三
人
③
奥
村

加
代
子
さ
ん
ほ
か
三
人

〔
小
学
生
の
部
〕

①
森
武
子
さ
ん
ほ
か
三
人
⑨
溝
上

誠
さ
ん
ほ
か
四
人
③
松
尾
尚
浩
さ

ん
ほ
か
三
人

〔
家
族
組
〕

①
江
口
勝
彦
さ
ん
ほ
か
三
人
②
田

中
駒
雄
さ
ん
ほ
か
二
人
③
小
佐
々

明
則
さ
ん
ほ
か
四
人

〔
個
人
の
部
〕

①
中
村
た
か
の
hv
さ
ん
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